
　９月５日、小国小学校大運動会が開催されました。白組と赤組に分

かれて競いあい、白組が優勝旗を手にしました。コロナ禍で、保護者

の参観時間の制限等も行われ、例年通りの開催とはなりませんでした

が、選手宣誓で両組頭が目指した、「ぼくたちだからこそできる、ぼ

くたちにしかできない運動会」を見事大成功に収めました。
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　『日本百名山』という言葉は皆さん、聞いたことがあ
ると思います。始まりは、文筆家で登山家の深田久弥さ
ん（石川県）が全国から100の名峰各座をわずか４ペー
ジにまとめた随筆です。これは、1964年に発行され、多
くの登山愛好家に親しまれています。この選ばれた100
座には、小国町から登山道が整備されている飯豊連峰、
朝日連峰も数えられています。この２峰はこれまでも、
数多くの登山愛好家によって愛されてきました。現在、
新型コロナウイルス感染症の影響により、３密を避け、
屋外で過ごすことに注目が集まっています。その中で
も、心身も鍛えることのできる登山が脚光を浴びてきて
います。今月は、白い森おぐにの観光資源として期待さ
れる山岳観光の取組みを紹介します。

石転び沢雪渓

【
飯
豊
連
峰
】

　

山
形
、
福
島
、
新
潟
３
県
に
ま

た
が
り
、
町
の
南
部
地
区
に
登
山

口
を
構
え
る
飯
豊
連
峰
。
飯
豊
山

（
２
１
０
５
ｍ
）
を
主
峰
と
し
、

最
高
峰
は
大
日
岳
（
２
１
２
８
ｍ
）

で
あ
り
、北
股
岳
（
２
０
２
４
ｍ
）

等
の
数
多
く
の
山
々
か
ら
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
人
気
が
あ
る
、

７
月
を
過
ぎ
て
も
雪
渓
の
残
る
石

転
び
沢
コ
ー
ス
で
す
が
、
毎
年
の

よ
う
に
事
故
が
起
き
、
注
意
が
必

要
で
す
。

【
朝
日
連
峰
】

　

１
８
７
１
ｍ
の
大
朝
日
岳
を
主

峰
と
し
、
町
の
北
部
地
区
に
登
山

口
を
構
え
ま
す
。
飯
豊
連
峰
と
比

べ
、
標
高
は
２
０
０
０
ｍ
に
満
た

な
い
が
西
朝
日
岳
や
以
東
岳
と
南

北
に
連
な
る
主
稜
線
が
魅
力
で
あ

り
、
縦
走
に
適
し
て
い
ま
す
。
先

に
述
べ
た
飯
豊
連
峰
と
合
わ
せ
、

「
東
北
の
ア
ル
プ
ス
」
と
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
日
本
百
名
山



　

平
成
６
年
か
ら
９
年
に
か
け
、

中
高
年
の
登
山
入
門
番
組
や
日

本
百
名
山
の
紹
介
番
組
が
テ
レ

ビ
放
映
さ
れ
、
全
国
的
に
中
高
年

を
中
心
と
す
る
登
山
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
少
し
前
に

は
、
小
国
町
は
第
47
回
国
民
体
育

大
会
（
べ
に
ば
な
国
体
）
の
登
山

競
技
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

時
、
小
国
町
に
全
国
か
ら
都
道

府
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
抜

者
３
６
８
人
が
集
ま
り
、
縦
走
・

踏と
う
さ査

（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
）・

登と
う
は
ん攀

（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
技
術
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
25
年
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
で

登
山
者
が
急
増
し
た
富
士
山
を
は

じ
め
、
全
国
的
に
登
山
ブ
ー
ム
が

再
燃
し
、
県
内
の
山
岳
観
光
地
に

訪
れ
る
か
た
も
平
成
28
年
ま
で
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
（
山
形

県
観
光
者
数
調
査
）
現
在
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
が
明
け
、
自
宅

で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
３
密
を

避
け
た
レ
ジ
ャ
ー
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
登
山

や
キ
ャ
ン
プ
を
含
む
ア
ウ
ト
ド
ア

に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
、
大
手
ア
ウ
ト

ド
ア
メ
ー
カ
ー
で
は
、
緊
急
事

態
宣
言
解
除
後
は
、
前
年
を
超
え

た
売
り
上
げ
を
記
録
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
（
決
算
資
料
情
報
）

ア
ウ
ト
ド
ア
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

町
内
の
山
々
を
ご
紹
介

と
朝
日
連
峰
を
は
じ
め
、
町
内
に

は
、数
多
く
の
山
々
が
あ
り
ま
す
。

県
み
ど
り
自
然
課
が
監
修
を
行
っ

た
『
や
ま
が
た
百
名
山
』
（
イ
ラ

ス
ト
を
元Studio

こ
ぐ
ま
の
吉

田
真
理
さ
ん
が
担
当
）
は
、「
地

域
の
宝
で
あ
る
山
に
光
を
当
て
、

山
の
魅
力
を
認
識
し
、
山
岳
観
光

の
振
興
に
つ
な
げ
る
」
こ
と
を
目

的
に
県
民
か
ら
公
募
し
て
制
作
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
９
座
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、県
は
、

『
や
ま
が
た
百
名
山
』
に
選
出
し

た
山
の
登
山
道
を
対
象
に
、
体
力

度
と
技
術
的
難
易
度
を
評
価
し
た

「
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
も
発
表
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
百
名
山
の
選

定
と
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
関
わ
っ

た
小
国
山
岳
会
会
長
の
井
上
邦
彦

さ
ん
（
北
）
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
山
の
初
心
者
に
お
勧
め
の
山
は

あ
り
ま
す
か
。

⇓
樋
倉
集
落
に
あ
る
「
徳
網
山
」

が
良
い
で
す
ね
。
途
中
に
は
ブ
ナ

林
が
広
が
り
、
頂
上
直
下
は
高
度

感
が
出
て
き
て
、
頂
上
か
ら
の
眺

め
は
大
朝
日
岳
や
朝
日
連
峰
は
も

▲徳網山山頂より町内や飯豊連峰を望む

　

『
日
本
百
名
山
』
に
数
え
ら
れ

た
、
東
北
を
代
表
す
る
飯
豊
連
峰

ち
ろ
ん
で
す
が
、
小
国
町
を
隔
て

て
雲
海
に
浮
か
ぶ
飯
豊
連
峰
を
望

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
新
緑
も
い

い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
紅
葉
の

時
期
は
と
て
も
素
敵
で
す
。

※
徳
網
山
（
７
８
８
ｍ
）
樋
倉
橋

を
徳
網
集
落
に
進
む
途
中
に
登
山

口
が
あ
り
ま
す
。

■
足
に
自
信
が
な
い
か
た
で
も
登

れ
る
山
は
あ
り
ま
す
か
。

⇓
そ
れ
な
ら
、
伊
佐
領
駅
か
ら
見

上
げ
る
「
百
石
山
」
が
良
い
と
思

い
ま
す
。
最
近
は
テ
レ
ビ
等
で
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も
何
回
か
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
存
知
の
か
た
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。

※
百
石
山
（
５
９
９
ｍ
）
旧
伊

佐
領
小
学
校
跡
地
が
登
山
口
と
な

り
、
山
頂
か
ら
は
、
横
川
ダ
ム
が

眺
望
で
き
ま
す
。

■
南
部
地
区
で
お
勧
め
の
山
は
あ

り
ま
す
か
。

⇓
飯
豊
山
荘
の
手
前
に
あ
る
倉
手

山
を
お
勧
め
し
ま
す
。
目
の
前
に

雄
大
な
飯
豊
連
峰
が
屏
風
の
よ
う

に
立
ち
塞
が
り
、
と
て
も
人
気
の

あ
る
山
で
す
。
登
山
口
の
駐
車
場

に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、

登
山
者
の
車
が
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
な
ら
飯
豊

連
峰
の
稜
線
に
積
も
っ
た
新
雪
と

紅
葉
が
同
時
に
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
頃
が
お
勧
め
で
す
。

※
倉
手
山
（
９
５
２
ｍ
）
飯
豊
山

荘
へ
続
く
町
道
沿
い
に
登
山
口
が

あ
り
ま
す
。

■
町
民
の
か
た
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

⇓
山
菜
採
り
や
き
の
こ
採
り
も
良

い
で
す
け
れ
ど
、
登
山
は
山
頂
に

山
岳
観
光
を
支
え
て
い
る
の
は

　

令
和
元
年
度
、
飯
豊
連
峰
で
は

５
万
１
千
２
百
人
、
朝
日
連
峰
で

は
１
万
４
千
７
百
人
の
登
山
者
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
（
町
観
光
者
数

調
査
）
今
後
も
、
登
山
客
増
加
が

期
待
さ
れ
る
山
は
、
整
備
を
し
な

け
れ
ば
、
雑
草
、
雑
木
が
生
い
茂

り
、
登
山
道
が
目
視
で
き
な
く
な

り
、
道
迷
い
等
の
危
険
性
が
増
え

て
い
き
ま
す
。
町
で
は
、
県
か
ら

の
委
託
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
安

全
確
保
及
び
登
山
道
の
荒
廃
防
止

の
た
め
、
飯
豊
地
区
の
主
要
４
路

線
18
・
５
㎞
と
朝
日
地
区
２
路
線

11
・
４
㎞
の
登
山
道
刈
払
補
修
整

備
、
登
山
道
の
吊
り
橋
の
冬
期
間

の
維
持
補
修
業
務
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
飯
豊
地
区
の
業
務
を
依
頼

し
て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
飯

豊
朝
日
を
愛
す
る
会
（
草
刈
広
一

理
事
長
）
で
す
。
同
会
は
、
町
の

業
務
の
他
に
も
、
北
股
岳
避
難
小

屋
（
梅
花
皮
小
屋
）
や
御
西
避
難

小
屋
の
管
理
、
環
境
省
や
林
野

庁
と
協
力
し
な
が
ら
、
飯
豊
連
峰

の
登
山
道
の
維
持
管
理
や
補
修
の

他
、
裸
地
化
し
た
登
山
道
等
に
お

い
て
、
高
山
植
物
の
種
を
ま
く
な

ど
の
復
元
作
業
に
も
力
を
い
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
認
め

ら
れ
、
令
和
元
年
度
環
境
山
形
大

賞
、
令
和
２
年
度
地
域
環
境
美
化

功
労
者
表
彰
（
環
境
大
臣
表
彰
）

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

は
、
飯
豊
朝
日
山
岳
遭
難
対
策
委

員
会
遭
難
救
助
隊
（
渡
部
政
信
隊

長
）
の
存
在
で
す
。
小
国
町
役
場

に
事
務
局
を
置
く
飯
豊
朝
日
山

岳
遭
難
対
策
委
員
会
（
会
長
仁
科

町
長
）
が
山
岳
遭
難
、
そ
の
他
事

故
に
対
し
て
の
捜
索
等
を
行
う
た

め
、
小
国
山
岳
会
員
に
隊
員
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
登

山
の
魅
力
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
が
、
自
然
を
相
手
に
す

る
以
上
、
良
い
こ
と
づ
く
め
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
山
で
は
天
候
や
環▲ヤシガラのネットを巻いたものを、登山道に

　配置し、登山道の保護と水の逃げ場を確保

▲井上邦彦さん（小国山岳会会長・　　　　    
 ＮＰＯ法人飯豊朝日を愛する会副理事長）

立
っ
た
時
の
達
成
感
が
格
別
で
す

よ
。
弁
当
と
水
筒
を
持
っ
て
、
気

軽
に
里
山
か
ら
登
山
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

町
内
に
は
、
数
多
く
の
山
々
が

あ
り
ま
す
。
普
段
と
少
し
変
わ
っ

た
空
気
を
感
じ
に
出
か
け
て
み
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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今
後
の

　

山
岳
観
光
へ
の
期
待

▲大朝日岳山頂からの夕日

境
は
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
も
多

く
、
登
山
者
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年

に
全
国
で
発
生
し
た
山
岳
遭
難

は
、
２
５
３
１
件
と
な
り
、
過
去

10
年
間
の
山
岳
遭
難
発
生
状
況

を
み
る
と
増
減
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
25
年
以
降
は

２
０
０
０
件
以
上
で
推
移
し
て

お
り
、
平
成
22
年
と
比
べ
る
と

５
８
９
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

山
形
県
内
で
は
、
77
件
発
生
し
て

お
り
、
死
亡
者
が
９
名
で
し
た
。

（
令
和
元
年
に
お
け
る
山
岳
遭
難

の
概
況
）
本
町
管
内
で
、
こ
の
３

年
間
で
遭
難
事
故
は
22
件
起
こ
っ

て
お
り
、
死
者
・
行
方
不
明
者
も

３
人
出
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
備
え
、
飯
豊

朝
日
山
岳
遭
難
対
策
委
員
会
遭
難

救
助
隊
、
小
国
警
察
署
に
よ
る
、

合
同
訓
練
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
９
月
18
日
㈮
に

旧
小
玉
川
小
中
学
校
体
育
館
（
雨

天
の
た
め
）
を
会
場
に
行
い
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
疑
い
が
あ
る
遭
難
者
の
救
助

を
想
定
し
、
感
染
防
止
対
策
を
行

い
な
が
ら
の
救
助
方
法
に
つ
い

て
、
訓
練
の
中
で
確
認
し
ま
し
た
。

（
訓
練
の
た
め
、
カ
ッ
パ
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
、
防
護

　

町
の
重
要
事
業
と
し

て
朝
日
連
峰
の
平
岩
山

に
避
難
小
屋
建
設
の
要

望
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
町
か
ら
大
朝
日
岳

山
頂
に
向
か
う
場
合
、
片
道
７
時

間
以
上
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

東
北
各
地
の
名
峰
と
比
べ
て
も
非

常
に
長
い
道
の
り
で
す
。
平
岩
山

に
避
難
小
屋
を
建
設
で
き
れ
ば
、

大
朝
日
岳
か
ら
２
時
間
程
度
手
前

に
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
、
無
理

な
く
町
側
か
ら
大
朝
日
岳
を
目
指

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
現
在
大
江
町
（
古

寺
鉱
泉
口
）
の
登
山
口
に
集
中
し

て
い
る
登
山
者
を
分
散
す
る
こ
と

が
で
き
、
登
山
道
の
保
全
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
そ
の
現
地
視
察
が
９

月
３
日
、
県
み
ど
り
自
然
課
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
飯
豊
朝
日
を
愛
す
る

会
、
小
国
町
に
よ
り
行
わ
れ
、
実

現
へ
向
け
、
一
歩
進
み
始
め
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
山
岳
観
光
が

注
目
さ
れ
て
い
く
中
、
町
は
引
き

続
き
雄
大
な
山
の
魅
力
を
武
器
に

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　▲対応者以外は距離を取るなどの、
　　感染防止対策を行いながらの救助訓練

平岩山避難小屋視察
山頂分岐から大朝日岳を背に

服
を
着
用
し
ま
す
）

　

山
岳
観
光
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
魅
力

を
磨
き
上
げ
る
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
環
境
面
や
安

全
面
の
向
上
も
重
要
な
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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今
か
ら
４
年
前
、
我
が
ふ
る
さ

と
小
国
を
、
「
み
ん
な
が
輝
い
て

い
る
ま
ち
」
に
し
た
い
と
訴
え
、

今
日
ま
で
、
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
理
想
と
す
る
「
白
い
森
の
国

づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
幸
い
、
皆
様
が
た
の

お
陰
で
、
白
い
森
の
商
標
登
録
、

地
域
総
合
商
社
の
設
立
、
保
小
中

高
一
貫
教
育
の
実
現
等
々
、
私
が

思
い
描
い
た
「
白
い
森
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
が
形
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
激
動
す
る
時

代
の
中
で
迎
え
た
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
は
、
こ
れ
ま
で
蒔
い
て
き
た

種
を
し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
な
が

ら
、
５
年
後
、
10
年
後
、
町
民
み

ん
な
が
「
輝
い
て
い
る
ま
ち
」
に

す
る
た
め
、
そ
の
第
一
歩
を
皆
様

と
と
も
に
、
改
め
て
踏
み
出
す
時

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
度
の
選
挙
で
、「
雇

用
を
創
出
し　

親
子
で
住
め
る
町

づ
く
り
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、「
住

み
続
け
た
い
と
い
う
土
地
が
あ

り
、一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、

助
け
合
う
優
し
さ
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
る
」
ふ
る
さ
と
小
国
の
魅

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
た
め
の

舞
台
づ
く
り
で
す
。

　

現
在
、
地
方
が
直
面
し
て
い
る

の
は
、
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口

減
少
、
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
老

朽
化
、地
球
環
境
問
題
の
顕
在
化
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
へ
の
対
応
な

　

持
続
可
能
な
未
来
の
小
国
を
実

現
す
る
た
め
、
私
が
取
り
ま
と
め

た
「
第
５
次
小
国
町
総
合
計
画
」

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

　
　
　

基
本
的
な
考
え
方

重
点
的
な
政
策
の
方
向

は
じ
め
に

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
、
温

か
い
、
ま
た
力
強
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
、
町
長
と
し

て
、
こ
の
小
国
町
の
舵
取
り
を
任

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
改

め
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の

大
き
な
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
全
力
を
傾
注
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

所 信 表 明所 信 表 明
令和２年８月１日に再任された仁科洋一町長が、９月２日令和２年８月１日に再任された仁科洋一町長が、９月２日
に開会された令和２年第９回小国町議会において、今後４に開会された令和２年第９回小国町議会において、今後４
年間の町政運営にあたっての所信表明を行いました。その年間の町政運営にあたっての所信表明を行いました。その
内容を抜粋して掲載します。内容を抜粋して掲載します。

ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、白
い
森
の
国
「
お

ぐ
に
」
を
未
来
に
向
け
て
発
展
し

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
困

難
な
課
題
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

志
高
く
、
果
敢
に
挑
戦
し
、「
持

続
可
能
な
未
来
の
小
国
」
を
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
い

く
決
意
で
す
。

▲まるごと塾vol.10手書きPOP講座　
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並
び
に
「
第
２
期
小
国
町
地
域
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
白
い

森
の
国
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
、

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く
「
環
境
づ

く
り
」
、
白
い
森
を
舞
台
と
す
る

活
き
活
き
と
し
た
「
暮
ら
し
づ
く

り
」
に
全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
人
づ
く
り
」
で
は
、
保

小
中
高
一
貫
教
育
を
一
層
進
め
る

と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
の
砦
と
な
る
「
新
・
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
の
時
代
は
「
共
感

と
共
有
の
時
代
」
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
先
人
が
築
き
上
げ

て
き
た
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
継

承
し
、
過
去
に
学
ぶ
拠
点
と
な

る
「
白
い
森
伝
承
館
」
の
機
能
を

旧
伊
佐
領
小
学
校
に
整
備
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
卒
業
生
や
町

民
が
か
つ
て
の
学
び
舎
に
思
い
を

馳
せ
、
小
学
生
の
頃
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
で
き
る
場
所
を
創
出
し
ま

す
。

　

次
に
「
環
境
づ
く
り
」
で
す
が
、

　

ま
ち
づ
く
り
は
議
員
各
位
を
始

め
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
な
く
し
て
実
現
で
き
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
れ
か
ら

の
４
年
間
、「
白
い
森
」
の
未
来

に
向
け
て
全
身
全
霊
を
尽
く
す
所

存
で
す
。
皆
様
が
た
に
は
、
今
後

と
も
、
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

政
策
推
進
の
姿
勢

お
わ
り
に

　

こ
れ
ら
の
新
た
な
政
策
や
施
策

を
事
業
化
す
る
た
め
に
は
、
当
然

必
要
な
財
源
が
伴
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
下

で
、
複
雑
か
つ
多
様
化
、
個
性
化

し
て
い
る
地
域
課
題
に
対
処
し
な

が
ら
、「
親
子
で
住
め
る
町
づ
く

り
」
を
繰
り
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
た
ゆ
ま
ぬ
行
財
政
改
革
と
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
確
保
し

て
い
く
覚
悟
で
す
。
自
治
体
の
財

政
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る

税
収
を
、
ど
の
よ
う
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
で
町
民
に
お
返
し
て

い
く
か
を
追
求
し
な
が
ら
、
見
直

す
べ
き
も
の
は
見
直
し
、
投
資
す

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
「
小
国

道
路
」
の
整
備
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
国
連
が
掲
げ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
未
来
都
市
」
へ
エ
ン

ト
リ
ー
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防

災
の
機
能
向
上
、
地
域
公
共
交
通

体
系
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
に
努

め
ま
す
。

　

三
つ
目
の
「
暮
ら
し
づ
く
り
」

で
は
、
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン

ド
構
想
に
基
づ
き
、
飯
豊
梅
花
皮

荘
の
改
築
、
地
域
総
合
商
社
の
機

能
発
揮
、
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の

振
興
、
「
道
の
駅
白
い
森
お
ぐ
に
」

の
地
域
情
報
拠
点
性
の
向
上
、
白

べ
き
も
の
に
は
投
資
を
す
る
と
い

う
姿
勢
で
、
行
財
政
運
営
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ア
ス
モ
」
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な

ど
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
や
、
い

き
い
き
と
し
た
長
寿
社
会
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
町
立
病
院
を
核

と
し
た
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

▲高齢者顕彰式でお祝いの踊りを披露する
　　　 すみれ保育園の子どもたち

　　▲令和元年９月27日　道の駅白い森おぐに
　　　白い森のくまさんグランドオープン
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　令和元年度一般会計と企業

会計、特別会計の決算が９月

11日、小国町議会９月定例会

で認定されました。一般会計

歳入総額は67億2,880万１千

円、同会計歳出は62億3,970

万８千円となり、翌年度へ繰

り越すべき財源を除いた実質

収支は４億8,378万円の黒字と

なりました。各会計の決算状

況をお知らせします。

一般会計歳入　67億2,880万１千円

（前年度比0.7％増）

　町民税では、景況の停滞により給与

所得が低下し個人町民税が減少したほ

か、建設業を中心に大幅に業績が低下

したことから法人町民税が減少し、町

税全体では、対前年度比2.4％の減と

なりました。

　地方交付税は、特殊要因に対して交

付される特別交付税が暖冬・少雪の影

響により大きく減少したことから、全

体で対前年度比3.7％減となりました。

　国庫支出金は、道路整備に要する

社会資本整備総合交付金や小中学校

の冷房設備整備に係るブロック塀冷暖

房設備対応臨時特例交付金などが増加

し、対前年度比18.4％増の４億6,747

万２千円となりました。

　町債は、償還財源として交付税措置

のある有利な起債の活用に努め、道の

駅機能拡充事業などに伴う過疎対策事

業債等を発行し、対前年度比5.8％増

の５億6,910万円となりました。

　歳入総額は、対前年度比0.7％増の

67億2,880万１千円となりました。

入ってきたお金入ってきたお金

 特別会計・企業会計
 の決算状況

■簡易水道事業特別会計

収入　　　6,525万円

支出　1,488万８千円

■国民健康保険事業特別会計

収入　７億8,624万６千円

支出　６億4,486万２千円

■部落有財産特別会計

収入　１億836万３千円

支出　　　556万２千円

■下水道事業特別会計

収入　３億5,178万４千円

支出　３億4,343万９千円

■訪問看護特別会計

収入　8,172万６千円

支出　8,044万１千円

■介護保険特別会計

収入　10億3,432万９千円

支出　10億1,835万４千円

■後期高齢者医療特別会計

収入　１億1,126万５千円

支出　　　9,298万８千円

■病院事業会計

事業収益　10億1,378万２千円

事業費用　10億8,167万９千円

■老人保健施設事業会計

事業収益　３億4,833万３千円

事業費用　３億4,962万８千円

■水道事業会計

事業収益　１億1,016万６千円

事業費用　１億1,406万１千円

■工業用水道事業会計

事業収益　１億539万６千円

事業費用　１億738万１千円

 決算報告　

自主財源自主財源
33.1％33.1％

依存財源依存財源
66.9％66.9％

町税　14.5％町税　14.5％
９億7,919万１千円９億7,919万１千円

財産収入　0.8％財産収入　0.8％
5,467万６千円5,467万６千円

使用料・手数料　使用料・手数料　1.3％1.3％
8,658万１千円8,658万１千円

繰入金　7.0％繰入金　7.0％
４億7,672万円４億7,672万円

諸収入　0.5％諸収入　0.5％
2,846万２千円2,846万２千円

その他　9.0％その他　9.0％
６億263万１千円６億263万１千円

地方交付税　44.0％地方交付税　44.0％
29億5,798万円29億5,798万円

国庫支出金　6.9％国庫支出金　6.9％
４億6,747万２千円４億6,747万２千円

町債　8.5％町債　8.5％
５億6,910万円５億6,910万円

県支出金　3.9％県支出金　3.9％
２億6,070万１千円２億6,070万１千円

その他　3.6％その他　3.6％
２億4,528万７千円２億4,528万７千円
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義務的経費義務的経費
36.6％36.6％その他の経費その他の経費

55.1％55.1％
投資的経費投資的経費

8.3％8.3％

人件費　14.7％人件費　14.7％
９億1,797万３千円９億1,797万３千円

扶助費　8.3％扶助費　8.3％
５億1,442万７千円５億1,442万７千円

公債費　13.6％公債費　13.6％
８億5,117万９千円８億5,117万９千円

普通建設事業　7.9％普通建設事業　7.9％
４億9,435万９千円４億9,435万９千円

災害復旧事業　0.4％災害復旧事業　0.4％
2,105万８千円2,105万８千円

物件費　15.1％物件費　15.1％
９億4,393万４千円９億4,393万４千円

維持補修費　4.6％維持補修費　4.6％
２億8,868万２千円２億8,868万２千円

補助費等　20.6％補助費等　20.6％
12億8,274万５千円12億8,274万５千円

その他　14.8％その他　14.8％
９億2,535万１千円９億2,535万１千円

指　標 比率（単位％）

実質赤字比率
一般会計の赤字の大きさを財政規模に
対する割合で表したもの

小 国 町 ―

早 期 健 全 化 基 準 15.00

財 政 再 生 基 準 20.00

連結実質赤字比率
町の全会計の赤字の大きさを財政規模に
対する割合で表したもの

小 国 町 ―

早 期 健 全 化 基 準 20.00

財 政 再 生 基 準 30.00

実質公債費率
町の借入金の返済額の大きさを財政規模に
対する割合で表したもの

小 国 町 11.8

早 期 健 全 化 基 準 25.0

財 政 再 生 基 準 35.0

将来負担率
町の現在抱えている負債の大きさを財政規模
に対する割合で表したもの

小 国 町 92.8

早 期 健 全 化 基 準 350.0

財 政 再 生 基 準 ―

■健全化判断比率の状況
　令和元年度一般会計決算に基づく財政の健全化判断基準
は、下表のとおりです。比率が早期健全化基準、財政再生
基準を超えると、それぞれの財政健全化計画、財政再生計
画の策定が義務づけられます。表中のいずれの指標におい
ても、財政悪化の判断基準に達していません。

■資金不足比率の状況
　公営企業の経営健全化を示す指標で、資金

の不足額を営業収益で除した値となります。

本町では、病院事業、水道事業、工業用水道

事業、老人保健施設事業、簡易水道事業、下

水道事業の６会計が対象になります。令和元

年度決算について、資金の不足額が発生する

会計はありませんでした。

令和元年度               
一般会計歳出　62億3,970万８千円

（前年度比0.7％減）

　義務的経費は、人件費が増額となっ

たため、対前年度比0.8％の増となりま

した。人件費は給与改定に伴う職員給

与や期末・勤勉手当の増などにより、

対前年度比3.1％、2,784万円の増額と

なりました。公債費では、平成18年度

過疎対策事業債等の償還終了などによ

り、対前年度比0.3％、225万２千円の

減額となりました。

　投資的経費は、対前年度比37.1％、

１億3,949万１千円の増額となりまし

た。普通建設事業では、道の駅機能拡充

事業、町道松岡黒沢峠線道路整備事業、

町道橋補修事業などを継続して実施した

ほか、貝少地区農道整備事業、町民総合

体育館外装改修事業（長寿命化）、除雪

機械の購入などを実施しました。

　また、各基金については、利子積み立

てを図るとともに、財政調整基金、減債

基金、除雪対策基金、白い森ふるさと応

援基金、森林整備等促進基金の原資積み

立てを行いました。

　歳出総額は、対前年度比0.7％減の62

億3,970万８千円となりました。

使ったお金使ったお金

主な基金の積立状況主な基金の積立状況 名　称 基金の残高 対前年度増減額

財政調整基金 ５億9,924万８千円 ▲１億4,126万円

減債基金 7,960万２千円 590万１千円

その他特定目的基金 ５億1,740万２千円 ▲3,136万円

合計 11億9,625万２千円 ▲１億6,671万９千円

　減債基金や白い森ふるさと応援基金等に原資
積立を行いましたが、財政調整基金、白い森ふ
るさと応援基金、電源立地地域対策交付金公共
用施設管理運営基金等を各種施策事業に活用し
たことにより、残高は11億9,625万２千円とな
り、前年度から１億6,671万９千円減少しました。
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新潟山形南部連絡道路「関川-小国間」新潟山形南部連絡道路「関川-小国間」

早期着工・完成をめざして早期着工・完成をめざして

　新潟山形南部連絡道路「関川-小国間」早期実現
推進協力会の令和２年度総会がおぐに開発総合セン
ターで８月21日に開催されました。新会長に就任さ
れた伊藤通芳会長（栄町）は「早期着工、完成に向
けて、微力ながら尽力していきたい」と挨拶されま
した。総会後には、山形河川国道事務所の竹下事務
所長より、「山形河川国道事務所の事業概要（道路
関係）」と題した講話が行われました。

「小国☆地域みらい塾」開講「小国☆地域みらい塾」開講

地域づくりをワカモノの手で地域づくりをワカモノの手で

　今年度から地域づくりの人材育成を目的とし
た、ワカモノプロジェクトが始動しました。その
第１弾として、８月28日に健康管理センターを会
場に「小国☆地域みらい塾」が開講し、開講式と
第１回講座が開かれました。㈱ばとん（仙台市）
の遠藤智栄社長が講師となり、「話し合う力とファ
シリテーション」をテーマにグループワーク形式

で進められました。参加者の田邊樹
じゅな

生さん（岩井
沢）は開講式で意気込みを聞かれると、「地域の
中でやってみたいな、こうした方がいいなを形に
できるように頑張りたい」と話していました。
　講座は、12月までの計５回を予定しており、ど
んなアイデアが出て、地域づくりに活かされるの
か今後が楽しみです。

　９月10日から12日までの３日間にわたり、東北
芸術工科大学歴史遺産学科の北野博司教授ならび
にゼミ学生６名と、黒沢峠敷石道保存会の方々と
で黒沢峠の茶屋跡（古屋敷）遺構の実測調査が行
われました。これは、保存会が平成30年度から進
めている「未来に伝える山形の宝」登録制度推進
事業の一環で実施されたもので、登録遺産の構成
文化財として茶屋跡を今後保存、活用していくた
めの基礎調査となります。初めて黒沢峠に来たと
いう学生たち。調査地への道中、苔むす美しい敷
石道を堪能していました。

峠の茶屋跡遺構の実測調査を実施峠の茶屋跡遺構の実測調査を実施

黒沢峠敷石道の保全と活用に向けて黒沢峠敷石道の保全と活用に向けて

道の駅「白い森おぐに」レストランあいあい道の駅「白い森おぐに」レストランあいあい

「お母さん食堂あいあい」で再出発「お母さん食堂あいあい」で再出発

　新型コロナウイルスの影響により、４月から営業
を休止していた、道の駅「白い森おぐに」にある「レ
ストランあいあい」が装いを新たに「お母さん食堂
あいあい」として９月12日リニューアルオープンし
ました。メニューも町内産の材料を使った８種に。
道の駅の竹内駅長は、「これからの秋シーズンに向
けて芋煮やきのこを使ったメニューを提供していく
予定です」と話してくださいました。今後の新メ
ニューからも目が離せません。

◀
伊
藤
会
長
に
よ
る
就
任
挨
拶
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　「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり」は鎌

倉時代に書かれた平家物語の冒頭ですが、稲刈り

が始まるとそんな無常感が頭をよぎります。寒さ

が残る春、大事に種を蒔いて育てられた苗は、約

半年の時を経て穂を実らし田を黄金色に染めまし

たが、あっという間にコンバインで収穫されてい

きました。ああ、今年も実りの秋を迎え、日に日

に寒くなっては冬が来て、また今年も終わるんだ

ろうなと。毎年同じように季節は巡るけど、人も

町も山も歳を重ねて同じ形で存在することはない

のだと思うと常に終わりと始まりは表裏一体なの

だと思い知らされます。この感覚はやはり都市に

住み続けていたら、わからなかった感覚だったで

しょう。小国町に移住して早３年目。来年の今頃

はこの町から何ができているのだろうと考える期

待に満ちた今日この頃です。

「今年も稲刈りの季節になりました」  

　　　　　　　地域おこし協力隊　　吉
よ し だ

田　悠
ゆ う と

斗
協力隊通信

series 54

第66回全日本中学生通信陸上競技大会第66回全日本中学生通信陸上競技大会

小国中学校陸上部が躍動小国中学校陸上部が躍動

　第66回全日本中学生通信陸上競技大会が８月10日
に開催され、女子共通４×100ｍリレーで小国中学
校が51秒11の記録で大会を制しました。「２週間前
に怪我をした選手がいたり、当日もバトンパスが上
手くいかなかったりしたけど、なんとか取り返そう
と皆が頑張った結果、１位になれて嬉しいです」と
話してくださいました。齋藤姫奈さんは、女子共通
４種競技でも第１位になっています。

　新型コロナウイルスの影
響により中止となった科
学の甲子園全国大会（高校
生が科学の知識や技能を競
う）の代替審査で、県立米
沢興譲館高校が最高賞の優
秀賞に輝きました。同メン
バーの一員として、２年生

の松井あきらさん（叶水）が受賞に貢献されて
います。「中止が決まり、発表する場がなくなり
悔しかったが、事前課題による審査で、コロナ
で落ち着かない中でも、新たな目標に切り替え
て頑張ったことが評価され、嬉しく思います。」
と話してくださいました。数多くの参加校の中
でも独創的なアイデアが高く評価されての受賞
となりました。受賞された事前課題のデモンス
トレーション動画は科学の甲子園ホームページ
第９回全国大会内で公開されています。興味の
あるかたはご覧ください。

松井あきらさん（米沢興譲館高校）松井あきらさん（米沢興譲館高校）

科学の甲子園で最高賞に科学の甲子園で最高賞に

▲機械ってすごいね

▲左から、２年生の難波俐
りおん

音さん（兵庫舘）、齋藤姫
ひ な

奈さん（増岡）、

　１年生の佐藤有
ゆう

さん（上岩井沢）、五十嵐琉
る な

星さん（あけぼの）
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本
町
東
部
の
白
沼
地
区
か
ら
流
れ

出
る
明
沢
川
は
、
箱
の
口
集
落
で
横

川
本
流
と
出
合
い
ま
す
。
そ
の
少
し

上
流
側
で
明
沢
川
に
注
ぎ
込
む
綱
木

川
。
か
つ
て
は
、
そ
の
沢
す
じ
を
４

km
ほ
ど
上
流
へ
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ

ろ
に
、
綱
木
と
呼
ば
れ
る
９
戸
か
ら

な
る
小
さ
な
集
落
が
ひ
ら
か
れ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
42
年
８
月
に
発
生
し

た
羽
越
水
害
は
町
内
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
綱
木
も

例
外
で
は
な
く
、
そ
れ
が
契
機
と
な

り
、
昭
和
44
年
の
秋
に
各
戸
が
町
内

別
所
（
１
戸
は
他
県
）
へ
移
転
し
閉

村
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
「
綱
木

箱
口
」
と
し
て
地
区
名
に
そ
の
名
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
綱
木
箱
口
地
区
は
伊
佐
領
地

区
と
合
わ
せ
、
伊
佐
領
小
学
校
（
平

成
23
年
３
月
閉
校
、
※
１
）
の
校
区

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
綱

木
の
児
童
た
ち
は
冬
期
間
、
本
校
の

あ
る
伊
佐
領
集
落
ま
で
通
学
す
る

の
は
非
常
に
困
難
で
、
こ
こ
に
も
冬

季
分
校
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
伊
佐
領
小
学
校
閉
校
記
念
誌
が
ん

こ
山
』
（
平
成
23
年
発
刊
）
に
よ
る

と
、
大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
、
そ

れ
ま
で
の
家
庭
教
育
所
（
明
治
35
年

に
初
め
て
設
置
）
に
代
わ
り
冬
季
分

校
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

今
回
、
そ
の
綱
木
冬
季
分
校
に
つ

い
て
教
え
て
く
れ
る
の
は
北
在
住
の

須
藤
源
市
さ
ん
（
昭
和
16
年
生
ま
れ
）

で
す
。
当
時
、
近
く
に
住
ん
で
い
た

小
国
小
学
校
の
校
長
先
生
に
紹
介
し

て
も
ら
い
、
一
冬
だ
け
綱
木
冬
季

分
校
で
教
員
と
し
て
勤
め
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
須
藤
さ
ん
が
21
歳
だ
っ

た
昭
和
37
年
度
の
冬
の
こ
と
で
す
。

　「
箱
の
口
か
ら
は
ま
ず
、
山
の
神

神
社
の
前
を
通
っ
て
吊
り
橋
を
渡

り
、
対
岸
の
山
ぎ
わ
、
沢
伝
い
に

登
っ
て
い
く
ん
で
す
（
※
２
）。

そ
し
て
綱
木
集
落
近
く
に
な
る

と
二
つ
目
の
橋
が
あ
る
の
で
、

ま
た
、
そ
れ
を
渡
っ
て
。
す
る

と
棚
田
が
広
が
っ
て
い
て
、
視

界
が
開
け
ま
す
。そ
こ
か
ら
４
、

５
０
０
ｍ
ほ
ど
田
ん
ぼ
の
な

地
域
の
学
び
舎
、

冬
季
分
校⑥

綱
木　

か
、
坂
道
を
登
っ
て
い
く
と
集
落
で

す
。
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
は

集
落
は
奥
で
、
見
え
ま
せ
ん
。

　

学
校
は
集
落
の
中
ほ
ど
か
ら
左
手

に
２
、
３
０
０
ｍ
ぐ
ら
い
行
っ
た
と

こ
ろ
の
高
台
に
あ
り
ま
し
た
。
集
落

を
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
で
、
背
後
は

杉
林
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

私
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
部
屋
の
前

は
ち
ょ
う
ど
切
り
開
か
れ
て
い
て
、

集
落
の
下
の
方
の
棚
田
が
見
え
て
ま

し
た
ね
。
57
年
経
っ
た
今
で
も
そ
の

光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
よ
。

　

春
先
の
凍
み
雪
な
ん
か
に
な
る

と
、
か
り
、
か
り
、
か
り
、
と
い
う

獣
の
歩
く
音
な
ん
か
が
聞
こ
え
て
、

非
常
に
良
か
っ
た
で
す
よ
ね
。」
と
、

須
藤
さ
ん
は
懐
か
し
そ
う
に
教
え
て

く
れ
ま
す
。

　

「
春
先
の
融
雪
期
に
な
る
と
、
沢

伝
い
の
道
は
雪
崩
危
な
く
て
歩
か
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
綱
木
の

冬
季
分
校
は
４
月
の
末
ま
で
あ
り
ま

し
た
ね
。

　

子
ど
も
は
９
人
い
ま
し
た
。
学
科

も
だ
い
た
い
教
え
ま
し
た
。
本
校
の

伊
佐
領
の
先
生
か
ら
も
言
わ
れ
て
ま

し
た
け
ど
、
ま
ず
、
子
ど
も
を
怪
我

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
病
気
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
と
。
幸
い
何
事
も
な
く
、

学
校
の
世
話
方
の
皆
さ
ん
、
集
落
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

綱
木
で
は
、
１
年
ご
と
の
輪
番
制

で
、
学
校
の
世
話
方
を
す
る
家
が
決

ま
っ
て
ま
し
た
。
学
校
に
お
風
呂
は

な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
世
話
方
さ
ん

▲綱木冬季分校

（年代不明、写真提供＝小国町教育委員会）



◀綱木集落の子どもたち
　　　（写真提供＝須藤源市氏）

須藤さんは冬季分校の教員を

終えたその年（昭和38年）の

７月に再び綱木集落へ遊びに

行き、お世話になった村のか

たがたや教え子たちと再会を

果たした。

「写真見て

　今は懐しあの山川も

　　過ぎにし日々も五十七年」

　と須藤さん。

国道113号線

至、叶水方面

箱の口集落

Map

の
家
で
入
ら
せ
て
も
ら
っ
て
た
ん
で

す
。
あ
と
、
先
生
が
週
末
、
自
宅
に

帰
る
と
き
な
ど
は
、
世
話
方
の
人
た

ち
を
中
心
に
二
人
、
三
人
、
伊
佐
領

駅
ま
で
一
緒
に
つ
い
て
き
て
送
り
迎

え
し
て
下
さ
る
よ
う
で
し
た
ね
。
私

は
ス
キ
ー
が
得
意
で
自
信
が
あ
っ
た

し
、
皆
さ
ま
に
迷
惑
を
か
け
ら
れ
な

い
と
思
っ
て
一
人
で
帰
っ
て
ま
し
た

け
ど
。
だ
い
た
い
駅
ま
で
２
時
間
く

ら
い
は
か
か
り
ま
し
た
ね
、
片
道
、

ひ
ど
い
と
き
は
。
道
、
全
然
な
い
わ

け
で
す
よ
、
み
ん
な
吹
き
さ
ら
し
で
。

だ
か
ら
沢
伝
い
を
勘
で
行
き
ま
し
た

ね
。
」
そ
う
須
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

須
藤
さ
ん
が
綱
木
冬
季
分

校
で
過
ご
し
た
の
は
、
三
八

豪
雪
と
呼
ば
れ
る
大
雪
の
年

で
し
た
。
「
集
落
を
出
て
、

最
初
の
橋
を
渡
る
ま
で
棚
田

に
な
っ
て
て
15
度
く
ら
い
傾

斜
の
あ
る
下
り
坂
な
ん
で
す

ね
。
で
も
、
ス
キ
ー
を
履
い

て
て
も
膝
ぐ
ら
い
ま
で
埋
ま

っ
て
し
ま
っ
て
。
く
っ
と
ス

キ
ー
を
上
げ
て
は
、
ま
た
上

げ
て
。
そ
う
や
っ
て
一
歩
一

歩
、
沢
ま
で
下
り
て
い
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
ね
。」
と

須
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
除
雪
が
間
に
合
わ
ず
、

米
坂
線
が
１
週
間
ほ
ど
止
ま

っ
た
と
き
は
、
ス
キ
ー
で
実
家
の
あ

っ
た
小
坂
町
ま
で
半
日
近
く
か
け
て

帰
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
環
境
の
な
か
に
あ

っ
た
綱
木
冬
季
分
校
に
も
、
そ
れ
を

も
の
と
も
し
な
い
、
た
く
ま
し
い
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
子

ど
も
た
ち
は
や
っ
ぱ
り
素
直
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
、
将
来
ど
う
あ
ろ
う

と
、
と
に
か
く
今
現
在
は
し
っ
か
り

と
こ
こ
で
暮
ら
す
ん
だ
っ
て
い
う
よ

う
な
、
肝
が
す
わ
っ
て
い
る
と
い
う

か
。そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
よ
。

気
配
り
が
で
き
て
、
よ
く
体
が
動
く
。

家
で
き
ち
ん
と
教
え
ら
れ
て
る
ん
だ

ろ
う
し
、
大
人
の
生
活
を
ず
っ
と
見

て
る
か
ら
自
然
と
そ
う
な
る
ん
で
し

横川

ょ
う
ね
。」
と
、
須
藤

さ
ん
。

　

『
伊
佐
領
小
学
校
閉

校
記
念
誌
が
ん
こ
山
』

に
よ
る
と
、昭
和
５
年
、

冬
季
分
校
専
用
の
建
物

が
新
築
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
９
戸
全
員

の
熱
意
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
と
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
狭
く
な

り
昭
和
12
年
に
改
築
さ

れ
る
と
き
も
住
民
た
ち
の
多
大
な
労

働
奉
仕
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

冬
期
は
隔
絶
さ
れ
が
ち
な
山
間

に
、ひ
っ
そ
り
と
あ
っ
た
綱
木
集
落
。

そ
こ
で
は
、
９
戸
全
員
が
協
力
し
地

域
の
学
び
舎
を
大
切
に
支
え
、
し
っ

か
り
と
し
た
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の

力
で
育
ん
で
い
た
の
で
す
。

※
１　

伊
佐
領
小
学
校
が
独
立
校
と

な
っ
た
の
は
昭
和
38
年
４
月
の
こ

と
で
、
そ
れ
以
前
は
小
国
小
学
校

の
分
校
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

※
２　

こ
の
綱
木
ま
で
の
道
は
、
現

在
も
箱
の
口
集
落
の
か
た
が
た
に

よ
っ
て
管
理
作
業
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

明沢川

綱木川

綱木集落跡

0　　         500m

冬季分校の場所は本文参照

至、小国方面



  

令
和
２
年
第
９
回

令
和
２
年
第
９
回  

小
国
町
議
会
定
例
会

小
国
町
議
会
定
例
会

　

令
和
２
年
第
９
回
定
例
会
が
９

月
２
日
㈬
か
ら
11
日
㈮
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
令
和
元
年

度
各
会
計
の
決
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

■
８
月
７
日
付
専
決
処
分

　

７
月
28
日
の
大
雨
に
よ
り
、
大

規
模
被
災
し
た
町
道
等
３
路
線
に

つ
い
て
、
国
の
補
助
災
害
復
旧
事

業
の
採
択
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
測
量
調
査
及
び
設
計
積
算
に
係

る
費
用
４
５
０
万
円
を
追
加
す
る

補
正
予
算
の
専
決
処
分
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

■
８
月
19
日
付
専
決
処
分

　

８
月
16
日
未
明
か
ら
の
大
雨
に

よ
り
、
被
災
し
た
町
道
の
維
持
補

修
や
国
の
補
助
災
害
復
旧
事
業
申

請
に
必
要
な
測
量
調
査
及
び
設
計

積
算
に
係
る
費
用
２
９
０
７
万
円

を
追
加
す
る
補
正
予
算
の
専
決
処

分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に

３
億
４
０
１
８
万
９
千
円
を
追
加

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
等
へ
の
対

応
に
要
す
る
経
費
や
豪
雨
に
よ
り

被
災
し
た
林
道
、
農
業
用
施
設
及

び
町
道
の
災
害
復
旧
費
等
の
ほ
か
、

町
内
中
核
企
業
に
対
す
る
工
業
用

水
道
料
金
の
支
援
、
除
雪
対
策
基

金
へ
の
積
み
増
し
等
の
所
要
額
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

75
億
９
０
７
４
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
公
共
施

設
の
指
定
管
理
の
期
間
が
令
和
２

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

指
定
管
理
者
制
度
に
伴
う
、
債
務

負
担
行
為
の
期
間
及
び
限
度
額
に

つ
い
て
設
定
し
ま
し
た
。

■
総
務
費
で
は
、
令
和
２
年
７

月
豪
雨
で
被
災
し
た
熊
本
県
小

国
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

代
理
受
領
を
行
っ
た
、
73
件

１
３
７
万
８
千
円
の
寄
附
を
、
送

金
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
感
染

症
予
防
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
会
議

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
機

器
整
備
に
要
す
る
経
費
を
追
加
し

ま
し
た
。
新
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
向
け
建
設
予
定
地
の
土
地
利

用
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
今
年
度
実
施
さ
れ
る
国
勢

調
査
に
お
い
て
、
調
査
員
と
世
帯

員
の
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
推
進
す
る
費

用
や
、
感
染
予
防
マ
ス
ク
等
の
所

要
額
を
組
み
替
え
ま
し
た
。

■
民
生
費
で
は
、
人
工
透
析
患
者

の
送
迎
事
業
に
お
い
て
、
感
染
症

予
防
の
た
め
、
現
在
行
っ
て
い
る

送
迎
車
両
内
が
密
集
し
な
い
運
行

体
制
を
年
度
末
ま
で
継
続
す
る
た

め
の
所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
休
業
や
失
業
に
伴
う
生
活
困

窮
者
等
の
生
活
の
安
定
と
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
県
で

は
市
町
村
と
連
携
し
、「
食
」
の
支

援
事
業
を
制
度
化
し
た
た
め
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資

金
の
特
例
貸
付
け
の
受
給
者
に
対

し
、
１
世
帯
あ
た
り
60
㎏
の
主
食

用
米
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

■
衛
生
費
で
は
、
長
井
西
置
賜
休

日
診
療
所
の
業
務
に
お
い
て
、
医

師
及
び
薬
剤
師
が
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
罹
患
し
た
等
で
自
身
の
医

院
等
を
休
業
し
た
場
合
に
、
西
置

賜
１
市
３
町
で
休
業
補
償
す
る
こ

と
と
し
、
長
井
西
置
賜
休
日
診
療

所
運
営
業
務
負
担
金
を
追
加
し
ま

し
た
。
斎
場
の
空
調
設
備
が
故
障

し
た
た
め
、
利
用
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
修
繕
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
初
予
算
に
不
足
が
生
じ
ま
し
た

の
で
、
所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
事
業
の
感
染
症
防
止

対
策
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

裁
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
所
要

額
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
業
費
で
は
、
例
年
以

上
に
全
町
的
に
増
加
し
て
い
る
ニ

ホ
ン
ザ
ル
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
電
気
柵
設

置
補
助
金
を
追
加
し
た
ほ
か
、「
小

国
町
特
定
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

14



議
会
」
が
行
う
追
い
払
い
用
花
火

の
購
入
及
び
配
布
対
策
費
用
の
不

足
分
の
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

豪
雨
に
よ
り
、
林
道
田
沢
頭
峠
線

外
８
路
線
に
お
い
て
、
小
規
模
な

路
肩
崩
壊
や
路
面
洗
堀
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
維
持

管
理
に
必
要
な
所
要
額
を
措
置
し

ま
し
た
。

■
商
工
費
で
は
、
横
根
ス
キ
ー
場

の
ゲ
レ
ン
デ
照
明
不
点
箇
所
の
修

繕
、
第
一
ペ
ア
リ
フ
ト
防
風
ネ
ッ

ト
設
置
、
不
具
合
が
生
じ
た
梅
花

皮
荘
の
厨
房
業
務
用
冷
凍
庫
の
購

入
費
の
ほ
か
、
観
光
施
設
の
修
繕

費
に
不
足
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

　

梅
花
皮
荘
、
飯
豊
山
荘
、
道
の

駅
ぶ
な
茶
屋
厨
房
や
道
の
駅
直
売

所
及
び
総
合
観
光
案
内
所
の
各
施

設
に
お
い
て
、「
新
生
活
様
式
」
へ

対
応
す
る
機
器
等
の
設
置
費
用
を

措
置
し
た
ほ
か
、
観
光
協
会
が
新

型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
観
光
経
済
再

生
の
た
め
、
地
域
総
合
商
社
と
連

携
し
て
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を

図
る
た
め
の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
事
業
を
支
援
す

る
た
め
、
所
要
額
を
措
置
し
ま
し

た
。

■
土
木
費
で
は
、
融
雪
後
の
支
障

木
の
発
生
や
路
面
補
修
な
ど
の
作

業
量
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
増
加

し
た
こ
と
に
加
え
、
豪
雨
の
影
響

に
よ
り
、
今
後
の
舗
装
補
修
費
や

維
持
修
繕
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
所
要
額
を
措
置
し
ま

し
た
。

■
住
宅
費
で
は
、
町
営
住
宅
幸
町

団
地
の
２
戸
１
棟
が
空
室
と
な
っ

た
た
め
、
解
体
す
る
経
費
を
措
置

し
ま
し
た
。

■
消
防
費
で
は
、
洪
水
時
に
お
け

る
救
助
活
動
を
確
保
す
る
た
め
、

水
害
救
助
用
支
援
ボ
ー
ト
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
一
次
避
難
所
及
び
災

害
対
策
本
部
の
設
置
場
所
と
し
て

指
定
し
て
い
る
役
場
庁
舎
に
お
い

て
、
災
害
発
生
時
の
情
報
収
集
等

の
た
め
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ

ァ
イ
）
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
教
育
費
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
動
画
等
の
作
成
・
配
信
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
整
備
に
要
す

る
費
用
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
、
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
た
井
の
下
頭
首

工
等
に
つ
い
て
災
害
復
旧
の
所
要

額
を
措
置
し
ま
し
た
。

小
国
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
の
基
準
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
特
定
教
育
・

保
育
施
設
に
お
け
る
食

事
の
提
供
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
、
保
育
料

か
ら
除
く
こ
と
と
し
た

ほ
か
、
名
称
変
更
等
に

よ
る
関
係
条
項
の
整
理

に
よ
り
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

小
国
町
教
育
委
員
会

        

委
員
の
任
命

 

町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
う
人

事
案
件
が
提
案
さ
れ
、

新
た
に
佐
藤
靖
彦
氏

（
玉
川
）
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
令
和

２
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
９
月
30
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

令和２年度地価調査結果

　令和２年度山形県地価調査結果が

公表されました。小国町に関するも

のは右表のとおりです。

　地価調査とは、各地域で基準とな

る土地価格を公表し、土地を売買す

る際の目安等としていただくもので

す。

■問合先　

山形県県土整備部県土利用政策課

（☎023-630-2430）へ

所　在 当年価格 前年価格 変動率

兵庫舘一丁目６番11
8,700

（円/㎡）

8,830

（円/㎡）
-1.5％

緑町三丁目９番１
15,500

（円/㎡）

15,800

（円/㎡）
-1.9％

兵庫舘三丁目５番20
7,060

（円/㎡）

7,140

（円/㎡）
-1.1％

広報おぐに　2020.10
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27
　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
町
外

で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
難

し
い
状
況
で
す
が
、
９
月
11
日
㈮

か
ら
13
日
㈰
ま
で
の
３
日
間
、
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
た
楽
天
イ
ー
グ

ル
ス
主
催
の
復
興
マ
ル
シ
ェ
に
出

店
し
て
き
ま
し
た
。
楽
天
イ
ー
グ

ル
ス
で
は
、
２
０
１
２
年
よ
り
東

北
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
元
気
を

発
信
し
て
い
こ
う
と
「
が
ん
ば
ろ

う
東
北
シ
リ
ー
ズ
」
を
開
催
し
て

お
り
、
復
興
マ
ル
シ
ェ
の
ほ
か
、

球
団
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
各
地
の
特

産
品
を
紹
介
す
る
「
特
産
品
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

復
興
マ
ル
シ
ェ
に
は
、
東
北
６

県
か
ら
16
団
体
が
出
店
し
、
ア
ッ

プ
ル
パ
イ
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
の

お
菓
子
や
、
水
産
物
加
工
品
な
ど

の
各
地
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
特
産
品

や
グ
ル
メ
が
並
び
ま
し
た
。

　

小
国
町
か
ら
は
、
小
国
町
地
域

総
合
商
社
が
東
京
巣
鴨
の
マ
ル
ジ

と
コ
ラ
ボ
し
た
赤
パ
ン
ツ
、
キ
ク

ラ
ゲ
栽
培
キ
ッ
ト
の
き
の
こ
ハ
ウ

ス
、
つ
る
細
工
の
猫
じ
ゃ
ら
し
と

い
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
特
産

品
を
持
っ
て
い
き
、「
白
い
森
お
ぐ

に
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
３

日
間
の
う
ち
、
初
日
は
ど
し
ゃ
降

り
、
２
日
目
は
中
止
と
、
天
候
に

は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
多

く
の
方
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、

山
形
県
小
国
町
を
知
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
の
見
え
な
い
状
況
は
続
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

機
会
を
と
ら
え
て
「
白
い
森
お
ぐ

に
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

▲白い森ロゴをデザインした赤パンツは地元テレビ局
　にも取り上げられ、大きな反響がありました。

　

東
北
の
魅
力
を
発
信
・
発
見
！

　

復
興
マ
ル
シ
ェ
＆
特
産
品
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コロナ時代の新しい地域のあり方とビジネス展開
～自分たちの事業・ビジネスを育てていくには～

白い森まるごと塾Vol.14　×　白い森おぐにビジネス創出塾

　OKa-Bizセンター長として、４年間で8,000件を超える
中小企業の経営相談を受け、数々のヒット商品を生み出し、
売り上げアップに貢献した大人気講師によるオンライン
セミナーです。
　お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

日　時：10月７日㈬13：30～15：30
会　場：アスモ３階　多目的ホール
講　師：岡崎ビジネスサポートセンター
　　　　センター長  秋元 祥治 氏
申込先：総合政策課（☎87-0821）へ
　　　　10月５日㈪までにお申し込み下さい。

　＊今回はご自宅等からオンラインで参加いただくことも
　可能です。詳しくはお問い合わせください。
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入札結果情報（令和２年８月21日～令和２年９月20日実施）

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R2.8.26 令和２年度道の駅緑地化等整備工事 小国小坂町 R2.11.30 16,483,000 遠藤建設㈱ 16,000,000

R2.9.3
令和２年度小学校学習者及び指導者用コンピュー
タ購入

岩井沢 R2.12.25 11,411,100
㈱ＮＴＴドコ
モ東北支社

11,411,100

R2.9.3
令和２年度中学校学習者及び指導者用コンピュー
タ購入

岩井沢 R2.12.25 11,098,000
㈱管理システ
ム山形本部

10,740,000

R2.9.11
令和元年度繰越社会資本整備総合交付金事業
町道松岡黒沢峠線改良舗装その２工事

黒沢 R2.11.8 9,244,000 安部工業㈱ 9,100,000

単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

　

令
和
２
年
度
第
56
回
小
国
町
高

齢
者
顕
彰
式
が
、
９
月
15
日
、
小

国
町
民
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
75

人
、
喜
寿
（
77
歳
）
を
迎
え
ら
れ

た
94
人
の
合
計
１
６
９
人
の
か
た

が
た
の
う
ち
、
今
年
は
35
人
の
か

た
が
出
席
し
ま
し
た
。
例
年
お
祝

い
の
宴
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
今
年
度
は
中
止
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
仁
科
洋
一
小
国
町

長
が
、「
現
在
、
小
国
町
で
は
、
最

高
齢
の
満
１
０
１
歳
を
迎
え
ら
れ

た
か
た
が
３
名
、
め
で
た
く
百
寿

を
お
迎
え
の
か
た
が
５
名
、
白
寿

を
お
迎
え
の
か
た
が
８
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
今
日
の
小
国
町
の

飛
躍
的
な
発
展
は
、
皆
様
が
長
年

に
わ
た
り
、
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

賜
物
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
を
代
表
し
て
米
寿
を
渡
部
孝
次

さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）、
喜
寿
を
北

ト
ワ
さ
ん
（
大
宮
）
が
町
か
ら
の

記
念
品
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
者
を
代
表
し
て
今

年
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
馬
場
義
之

さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）
が
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
蔓

延
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
私
た
ち
と
、

現
役
世
代
の
人
た
ち
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
協
力
す
れ
ば
、
き
っ
と

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

健
康
に
一
層
留
意
し
な
が
ら
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
す
み
れ
保
育
園
の

園
児
38
人
に
よ
る
お
遊
戯
や
桜
鷺

会
の
踊
り
「
祝
船
」
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
大
い
に
、
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

本町最高齢は１０１歳本町最高齢は１０１歳　  　  第56回小国町高齢者顕彰式第56回小国町高齢者顕彰式

▲祝品を代表受領された渡部孝次さん

▲代表して謝辞を述べられた馬場義之さん

▲参加者全員での万歳三唱

広報おぐに　2020.10
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　沖庭地区を共通の生活基盤とし、地域住民の交流を活

性化し、安全な暮らしや福祉の向上を目指すことを目的

に「沖庭コミュニティ協議会」が発足しました。

　旧沖庭小学校を活動の拠点とし、旧校舎の管理や地区防

災活動、夏休みラジオ体操

等を行っていきます。

■問合先　
　佐藤孝志会長
　（☎090－9532－8728）へ

沖庭コミュニティ協議会が発足しました

相　談

▽▽行政相談パネル展示・特設行政相談行政相談パネル展示・特設行政相談
　行政相談制度についてのパネル展示のほ

か、行政機関のサービスや手続きに関する要

望や困りごとなどに行政相談員が応じます。

■日　時　10月23日㈮10：00～14：00

■場　所　アスモ

■問合先　町民税務課町民生活室

　　　　　（☎62－2260）へ

▲夏休みラジオ体操の様子

■指定管理者とは
　　公共施設の管理運営を行う民間の法人
　やその他の団体のことです。ただし、個
　人は、指定管理者にはなれません。
■募集対象施設　健康の森横根
■指定管理機関　
　令和３年４月１日から令和８年３月31日までの５年間
■申請書受付日時　
　10月15日㈭、16日㈮８：30～17：00まで
■募集要項等
　　町ホームページに掲載しています。ま
　た、産業振興課観光経済室でも配布いた
　します。
■問合先　産業振興課観光経済室
　　　　　（☎62－2416）へ

健康の森横根の指定管理者を

　　　　　　　募集しています

■きらきらお買物券の内容
　・１枚あたり1,000円で、１万２千円分を１万円で購

入できます。（プレミアム率20％）
　・１万円単位での販売で一世帯あたり10万円まで購

入できます。なお、購入は現金のみです。
■販売期間
　◎一般販売：10月16日㈮～18日㈰
　◎予約販売受付：10月５日㈪～７日㈬
　◎予約販売引換：10月15日㈭～18日㈰
　※予約販売対象者：65歳以上の高齢者がいる世帯、

小学生までの子がいる世帯、身体障害者手帳１級・
２級、療育手帳Ａをお持ちのかたがいる世帯

■一般販売、予約販売受付・引換場所
　アスモ１階　特設会場　９：30～18：00
■問合先　小国町商工会（☎62－4146）へ　

令和２年度小国町総合防災訓練について

■日　　時　10月４日㈰　９：00～11：40（予定）
■場　　所　旧北部小中学校
■訓練内容　
　　驚・太鼓沢・小股地区の避難訓練、避難所テント・

段ボールパーテーション設営訓練、避難所設置運営訓
練、情報伝達訓練、避難広報誘導訓練など

■その他
　　当日は、10時頃エリアメールで避難情報を全町

に配信する訓練を行いますので、ご留意くださ
い。詳しくは、９月中旬に配布したチラシまた
は町ホームページをご覧ください。

■問合先
　総務課管財・危機管理担当（☎62－2112）へ

▲これまでの防災訓練の様子

広報おぐに　2020.10
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おうちで食べて米沢牛を応援！おうちで食べて米沢牛を応援！

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、枝肉価格の下落が続いている米沢牛を食べて、米
沢牛を応援しましょう！米沢牛3,000円以上を該当店舗で購入したかたを対象に豪華賞品をプレゼ
ントします。
■期　間　10月１日～11月30日　
■キャンペーン参加店　おきたま食の応援団ホームページからご確認ください。
■応募方法　 米沢牛3,000円（税込）以上の購入を１口とし、購入時に参加店が配布する　

応募はがきに必要事項を記入して応募してください。
■当選商品　特等　米沢牛（サーロインステーキ用200g×３枚）…10名様
　　　　　　１等　米沢牛（ロースすき焼き用400g）…50名様
　　　　　　２等　つや姫（２㎏）・雪若丸（２㎏）食べ比べセット…100名様
　　　　　　３等　ラ・フランス（２㎏・５～６玉）…140名様　
■問合先　産業振興課　農林振興室へ
　　　　　（☎62－2408へ）

町内イベント中止情報
◎おぐに鍋まつり

■問合先　おぐに鍋まつり実行委員会

　　　　　（小国町商工会）（☎62－4146）へ

◎自然のめぐみ大感謝祭

■問合先　自然のめぐみ大感謝祭実行委員長

　　　　　（横山隆蔵氏宅）（☎64－2263）へ

　新型コロナウイルス感染症予防対策のため、
右記イベントの開催を中止します。

　ご理解のほどよろしくお願いします。

新型コロナウイルス関連情報新型コロナウイルス関連情報

　高齢者インフルエンザ
　　　　　　予防接種への助成

　今年度も10月１日から１月31日まで
の期間に、インフルエンザ予防接種を
実施した65歳以上のかたへ接種費用の
一部を助成します。詳しくは、世帯ご
とに通知でお知らせします。
　事情により県外の医療機関や施設等
で接種を希望する場合は、事前に手続
きが必要になるため、早めに健康福祉
課へご相談ください。

※生活保護世帯のかたには接種費用を
全額助成します。希望されるかたは、
「無料受診券」を交付しますので、事
前に健康福祉課へご連絡ください。

■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

小児インフルエンザ予防接種費用助成

　町では、インフルエンザの発病や重症化およびまん延の予
防を目的に、小児インフルエンザの予防接種にかかる費用の
一部を助成します。
■対象者
　本町に住所を有し、接種日において生後６ヵ月～中学３年

生までのかた
■接種（助成）期間
　令和２年10月１日㈭～令和３年１月31日㈰
■助成額　１回につき2,000円
■助成回数　６ヵ月～13歳未満…２回
　　　　　　13歳以上　　　　…１回
■その他
　　対象者には個別に通知します。詳細については個別通知

をご覧ください。国の方針に基づき、10月26日以降の接種
にご協力ください。

■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

広報おぐに　2020.10
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募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　
３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
１
・
４
階
）

■
対
象
　
世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
対
象

▽
世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
同

お
知
ら
せ

米
沢
有
為
会

　
　
　

令
和
３
年
度
奨
学
生
募
集

居
す
る
か
た
が
配
偶
者
ま
た
は

60
歳
以
上
の
親
族
で
あ
る
こ
と

①
～
②
共
通

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限
　
10
月
９
日
㈮

◎
入
居
時
期
　
11
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先
　
地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

　

住
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を
進

め
る
一
環
と
し
て
、
国
有
林
の
森

林
計
画
に
関
し
て
説
明
会
を
開
催

し
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
伺
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
19
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

南
陽
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
募
集
人
数　

30
人

■
応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明

記
の
上
、
10
月
9
日
㈮
ま
で
郵

便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
３
８-

62-

３
５
５
３
）
ま
た
は
メ
ー
ル
（t_

okitama@rinya.maff.go.jp

）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
無
料
相
談
会
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

「
置
賜
国
有
林
の
森
林
計
画
に
関

　

す
る
住
民
懇
談
会
」
の
ご
案
内

　

行
政
書
士
は
官
公
署
に
提
出
す

る
書
類
の
作
成
・
相
談
・
提
出
代

理
を
行
い
ま
す
。
無
料
相
談
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

■
日
時　

10
月
27
日
㈫　

10
時
～
12
時

　

（
毎
月
第
４
火
曜
日
に
開
催
）

■
場
所　

長
井
市
役
所
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

■
問
合
先　

山
形
県
行
政
書
士
会
長

井
支
部
事
務
所
（
青
木
事
務
所
）（
☎

０
２
３
８-

88-

４
７
９
３
）
へ

■
募
集
住
宅
　
３
Ｄ
Ｋ　

８
戸

■
家
賃
　
所
得
に
よ
り
決
定

■
対
象
　
入
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
間

　
10
月
５
日
㈪
～
10
月
９
日
㈮

■
入
居
時
期
　
12
月
上
旬

■
申
込
先
　
置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）
総
合
案
内
窓
口

■
問
合
先
　
県
営
住
宅
指
定
管

理
者
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事

務
所
（
☎
０
２
３
８
‐
24
‐

２
３
３
２
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

置
賜
地
域
の
自
宅
外
通
学
す
る

女
子
学
生
と
地
元
で
活
躍
し
た
い

学
生
を
後
押
し
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

①
Ｉ
型
（
貸
費
）

　

女
子
向
け
住
居
費
補
助
奨
学
金

②
Ⅱ
型
（
減
免
）
地
元
若
者
定
着
奨
学
金

③
Ⅲ
型
（
貸
費
）
一
般
貸
費
奨
学
金

■
対
象
者
（
各
２
名
）

①
大
学
・
大
学
院
へ
の
女
子
進
学

者
で
自
宅
外
通
学
の
者

②
大
学
・
大
学
院
卒
業
後
３
年
以

上
継
続
し
て
置
賜
に
居
住
、
県

内
に
就
業
見
込
み
の
者

③
大
学
・
大
学
院
進
学
者

■
応
募
締
切
日　

10
月
30
日
㈮

■
問
合
先
　
米
沢
有
為
会
米
沢

支
部
（
☎
０
２
３
８
‐
22
‐

５
１
１
１
）
へ

■
申
込
・
問
合
先　

　

林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局
置
賜

森
林
管
理
署
（
☎
０
２
３
８
‐

62
‐
２
２
４
６
）
へ

■
講
師　

会
津
大
学
短
期
大
学
校

　

准
教
授　

青
木
孝
弘
氏

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

11
月
４
日
㈬

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
社
会

教
育
振
興
会
事
務
局
（
置
賜
教

育
事
務
所
社
会
教
育
課
内
）（
☎

０
２
３
８-

88-

８
２
４
２
）
へ

次
世
代
の
地
域
を
担
う
人
づ
く

り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
10
日
㈫
13
時
50
分
～
16
時

■
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

■
テ
ー
マ　

「
少
子
高
齢
社
会
を
支
え
る
人
材

育
成
と
組
織
開
発
」（
仮
）

置
賜
社
会
教
育
振
興
大
会

（
兼
）
置
賜
地
区
生
涯
学
習

　
　

振
興
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の

　
　
　
　
　
　
　

 

　

ご
案
内
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今月の納税
　�　10月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

●1 0月 2 6日㈪　水道料

● 1 1月２日㈪　
町県民税、国民健康保険税、後期高齢

者医療保険料、介護保険料、下水道

料 、簡易水道料、住宅使用料、保育料、

児童福祉使用料

■問合先

　町民税務課税政管理室

　（62－2403）へ

２０２０．１０

　
1010月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　 右 の 表 は ９ 月18日 現 在 で ハ ロ ー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ

■10月の広場日程　

10月４日㈰ 米沢　村山歯科医院 0238－23－8640

10月11日㈰ 長井　岩崎歯科医院 0238－85－2003

10月18日㈰ 米沢　たいら歯科医院 0238－40－8404

10月25日㈰ 川西　ふなやま歯科医院 0238－42－3057

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

大和建設運輸㈱

土木施工管理技士 １人

８：00～17：00重機運転手 １人

大型トラック運転手 ２人

㈱コメリ 販売・店舗運営職（リージョナル社員） １人 ８：45～18：00他

斎藤建設㈱ 一般作業員 ２人 ８：00～17：00

ハイコー㈱ 電気工事（見習い可） ３人 ８：00～17：00

㈱キュアドリーム
介護職員（有資格者） １人

６：00～15：00他
介護職員 １人

㈲小国技研 ボーリング洗浄工及び作業管理補助 ２人 ８：00～17：00

㈱山形銀行 銀行業務（事務・窓口）
１人 ８：30～17：00

１人
９：00～17：00の

間の５時間

長谷川工業㈱
加工スタッフ（カーボン） １人

８：30～17：00
加工スタッフ（SiC） １人

㈱金十商店 鮮魚部門のチーフとして売場、従業員の管理 １人 ８：00～17：00他

医療法人社団  緑愛会  満天の家 介護職（交替制） １人 ６：45～15：45他

吉田直土木㈱ トンネル工事職員（正社員） ２人 ７：00～16：00他

㈱小国いきいき街づくり公社 一般事務他 １人 ９：00～18：00

㈱横川建設

作業員 ２人

８：00～17：00重機オペレーター見習い ２人

現場管理（１級または２級土木施行管理技士） １人

㈱旭林業 林業技術士、大型運転手 ３人 ７：30～17：15他

㈲三栄自動車工業 自動車整備士 ２人 ８：30～17：30

遠藤建設㈱
土木施工管理技士 １人

８：00～17：00
重機オペレーター １人

小国食糧㈱（栄町市場） 経理事務 １人
８：30～18：30の

間の５時間

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：30～11：30・13：00～15：30

（水・金は午後のみ）
不要

子
育
て
講
座
・
行
事

「エアロビクス」
10月15日㈭10：20～11：20・健康管理センター

※動きやすい服装でタオル・飲み物をお持ち下さい。
必要

「ヨガ」
10月20日㈫10：20～11：20・健康管理センター

※動きやすい服装でタオル・飲み物をお持ち下さい。
必要

「ハロウィン
　　　ごっこ」

10月29日㈭10：45～　子育て支援センター 必要

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　
■利用時の注意点　
　・マスクの着用をお願いします。
　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。
　・体調の悪い場合は、利用できません。　
■その他　
　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談に応じています。
■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）

休日当番担当歯科医のお知らせ

１．各健診の日程等
　■２歳児歯科健診
　・期　　日　10月14日㈬　
　・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　平成30年１月～４月生まれ
２．場　所　
　 健康管理センター
３．その他
　　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　
　 健康管理センター（☎61－1000）へ

休館日 
　毎週月曜日・祝日

～新着図書～

高 山 羽 根 子
遠 野 　 遥
馳 星 　 周
今 野 　 敏
畠 中 　 恵

◇首里の馬
◇破局
◇少年と犬
◇黙示
◇いちねんかん
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あいべイベント10月の

■申込・問合先

　　　（☎62－5808）

■日　時　10月17日㈯13：00～14：30

■対象者　どなたでも

■参加費　１人100円（保険料込）

■持ち物　室内シューズ、飲み物等

■申込締切　10月15日㈭

■その他　インストラクター齋藤氏が指導します。

特定非営利活動法人

小国町森林体験観光推進事業

町内神社巡り

■日　時　10月18日㈰８：30～15：00

■コース　古四王神社（大滝）から大宮神社までの

　　　　　８神社をバスで巡ります。　

■集　合　おぐに開発総合センター８：30

■定　員　先着15人

■対　象　小国町在住の大人

■参加費　2,000円（弁当代、保険料、資料代等）

■申込締切　10月８日㈭

■申込・問合先　NPO法人ここ掘れ和ん話ん探検隊

　　　　　　　（☎62－5955）へ

NPO法人With優  出張相談会

■日　時　10月27日㈫10：00～14：00
■場　所　おぐに開発総合センター　２階研修室
■内　容　
　　不登校やひきこもりで悩んでいるかたの無料相

談会です。専門の相談員が学校や就労のことにつ
いて、本人やご家族からの相談に対応します。予
約優先となります。お気軽にお問合せください。

■問合先　NPO法人With優　安達
　　　　　（☎0238－33－9137）へ

　NPO法人With優（米沢市）では、厚生労働省と山形
県より委託を受け、置賜地域の若者の就労支援を行
う「置賜若者サポートステーション」を運営してい
ます。
　原則として15歳から49歳までの現在お仕事や通学
をしていないかたなどを対象とし、面談や多彩なプ
ログラムを組み合わせ、就労に向けてステップアッ
プできるようサポートしています。今年度からは年
齢の上限が49歳に大きく変更となり、より多くのか
たにご利用いただける内容となっています。
　ご相談・ご利用は無料で、秘密は厳守いたします
ので、これから就職をしようとしているけれど、一
歩踏み出せずにいるかた、これからのことで不安や
悩みを抱えているかた、まずはお気軽にお問合せく

ださい。

■問合先　NPO法人With優
　　　　　（☎0238－33－9137）へ

置賜若者サポートステーションのご案内

不幸な子猫を産ませないために不幸な子猫を産ませないために

　野良猫や飼いきれなくなって処分される猫をな

くすため、メス猫の不妊手術費を補助します。

■対　象　
県内で飼育されている原則として６カ月齢以

上のメス猫（１世帯につき１匹）
■申込期日　10月１日㈭～30日㈮（必着）
■対象数　60匹

　申込数が予定数を超えた場合は抽選とし、当
選されたかたには当選通知書を送付し、発表に
かえさせていただきます。

■補助額　１匹あたり5,000円
　　　　　（手術費用の一部として）
■申込方法　
　ホームページまたは、はがきで申込ください。
■注意事項

・当選されたかたは、12月28日㈪までに（公社）
県獣医師会会員の動物病院で手術を実施してく
ださい。手術後、費用を支払っていただき当選
通知書に証明押印をもらい、本会へ送付してく
ださい。
・当選通知を受けた日以後の手術が対象になり
ます。
・送付された当選通知書を確認後、補助額相当
分のQuoカードを送付します。

■申込・問合先
　（公社）山形県獣医師会
　　　　（☎023-645-5223）へ
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●総合センター（教育委員会事務局）　☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課）　☎61－1000

●子育て支援センター　☎62－2330　●町民体育館　☎62－5421　●あいべ　☎62－5808

●町立病院　☎61－1111　●老人保健施設　☎61－1200　●訪問看護ステーション　☎61－1002

●斎場夜間受付（17:00～21:00）　☎023－645－3077

●ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/



特定非営利活動法人　まんまる特定非営利活動法人　まんまる
代 表 者　理事長　丹　学
従業員数　23人
所 在 地　小国町大字小国小坂町475-1
事業概要　障がい福祉サービス事業、特定相談支
　　　　　　　　援事業、高齢者福祉サービス事業

仕 事

図 鑑
vol.28vol.28

▲利用者を見守る伊藤由美子さん

　今年の３月から特定非営利活動法人まんまるに勤める伊藤

由美子さん（五味沢）は、結婚を機に12年ほど前に尾花沢か

ら移り住み、子ども５人を持つ母です。「以前勤務していた

スーパーにお客さんで来ていた障がいのあるかたから、「あ

りがとう」と言われたことが印象に残り、福祉の仕事に興味

を持つようになりました。現在は、地域活動支援センターみ

らい（岩井沢）で重度の利用者の食事やトイレの手助け、入

浴介助を担当しています。初めてのことで不安も多いです。

また、利用者さんとのコミュニケーションを上手にとること

が難しく、伝えたいことが伝わらないなと感じることがあり

ます。そんなときは、声をはっきり大きく聞こえるようにし

たり、ジェスチャーを交えたりしています。利用者さんとの

信頼関係を築きながら、頼りにされる職員を目指したいで

す。」と話してくださいました。

　障がいを持つ者や高齢者等が地域の中で社会の一員として

自立した生活をおくることができるように平成８年12月に岩

井沢に民家を借りて開設したのが、特定非営利活動法人まん

まるの始まりです。その後、平成10年に現在の事業所に移転

しました。町内では唯一障がい福祉サービスを提供していま

す。日常生活の場としてのグループホーム（共同生活援助）

の設置や日中活動の場として、共同作業所まんまる（小国小

坂町）での就労支援、生産活動、知識や能力向上のために必

要な訓練等を行っています。また、地域活動センターみらい

では、文化・創作活動を行っています。現在は、利用者さん

と一緒にくろもじ茶や粉石けん、さをり織り製品、農産物等

作り、道の駅や町内一部店舗での販売に力を入れています。

まんまるには、仕事をしていて嬉しくて泣けてくる。そんな

スタッフがたくさんいます。それがまんまるの強みです。こ

れからも、利用者に寄り添うサービスを提供していきます。

　

「
暑
さ
、
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
」
と
言
う
よ
う
に
、
過

ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
、
最
近
は
過
ご

し
や
す
い
を
通
り
越
し
、

朝
方
に
寒
さ
で
目
が
覚
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
10
月
。
稲
刈

り
も
進
み
、も
う
す
ぐ
冬
が
や
っ

て
き
ま
す
ね
。
昨
冬
は
、
記
録

的
な
少
雪
で
、
今
年
は
ど
う
な

る
の
か
な
と
雪
の
話
を
す
る
か

た
が
多
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

降
っ
た
ら
降
っ
た
で
大
変
な
雪

で
す
が
、
降
ら
な
い
け
れ
ば
降

ら
な
い
で
少
し
寂
し
く
感
じ
る

も
の
で
す
。
何
ご
と
も
そ
れ
な

り
が
い
い
で
す
ね
。 

（
仁
科
）

 編集後記

戸籍のまど戸籍のまど

今

後 藤

菅

舟 山

佐 藤

佐 藤

三 須

髙 橋

木 村

加 藤

鹿 嶋

渡 部

熊 谷

西

沼　 沢

小国小坂町

若 山

あけぼの

舟 渡

小国小坂町

伊 佐 領

越 中 里

西

伊 佐 領

松　 岡

緑 町

恵美子

き よ

まつ子

潔

二 男

啓

リ ン

俊 雄

ヨシ子

三 郎

と み

チエ子

のぶ子

（52）

（98）

（61）

（67）

（95）

（90）

（99）

（82）

（85）

（86）

（101）

（92）

（91）

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和２年８月31日現在）

人口　男・・・3,629人 （－ ６）
　　　女・・・3,664人 （－ 13）
　　　計・・・7,293人 （－ 19）
世帯数　　　3,024世帯 （－ 10）

姫
ひ わ

笑木 村
剛
愛（	

（ ８ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

黒 沢 凪
な ぎ さ

咲安 部
祐 輔

桜（
貝 少

結婚おめでとうございます。

舟 渡 鈴
すず

伊 藤
文 善
和 世（

長 井 市
岩 井 沢

誠
瑞 稀（ 樋 口

安 達
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●小国町役場　☎62－2111㈹fax62－5464

●総務課（行政管理担当／管財・危機管理担当／財政担当）　☎62－2112　●総合政策課　☎62－2264

●会計室　☎62－2406　●観光経済室　☎62－2416　●農林振興室　☎62－2408

●住民窓口担当・町民生活担当　☎62－2260　●国保医療担当　☎62－2261　●税政管理室　☎62－2403

●建設管理室　☎62－2431　●建設技術室　☎62－2432　●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.17

⑰「黒沢峠　古屋敷（峠の茶屋）」

　黒沢集落を抜け、お祭り広場からブナ林の中の黒沢峠敷石道を進むこと、30分程度。突如、眺望
の開けた場所に出ます。そこには、古屋敷が残っています。享保３年（1746年）にこの場所で伊藤
平太郎家族が住み、明治17年（1884年）に小国新道が開通するまでの間、茶屋を営み、旅人をもて
なしたと言われています。今もなお、当時の茶屋の土台石や沢から引いた水路跡が残ります。今年
度の黒沢峠祭りは中止になりましたが、懐かしい景色に会いに行ってみてはいかがでしょう。
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